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地球電磁気・地球惑星圏学会のアウトリーチ活動
Outreach Activities of SGEPSS
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地球電磁気・地球惑星圏学会 (SGEPSS)では 2004年 4月にアウトリーチ部会を立ち上げ、それ以来さまざまな活動を
してきた。(1)毎年秋学会に合わせて一般および小中高生を対象としたアウトリーチイベントを開催、(2)学会員を講演
会や出前授業などの講師として派遣する講師派遣プロジェクト、(3)学会が扱う研究対象を中学高校生向けに紹介するア
ウトリーチWebの製作、(4)主に高校教員を対象として学会研究分野を解説する「太陽地球系科学」(京都大学学術出版
会)の出版 (学校教育ワーキンググループ)、(5)秋学会の発表の中で特筆すべき数本の論文を紹介する記者発表、(6) (財)
日本宇宙フォーラムなどともに「衛生設計コンテスト」を主催、
などである。今回はこれまでの活動の概要を紹介し、「電磁気」「宇宙空間」「地球内部」という直観的にはわかりにく

い対象を研究する本学会が、どのような活動してきたかを説明したい。
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